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 美術館の学芸員の方が来られて、４年生に鑑賞の
授業をしていただきました。美術館の紹介動画を見
たり、美術館が所有する絵画や彫刻を見たり、触っ
たりしながら、鑑賞の楽しさを体験しました。 
子ども達は、３年生の時にミュージアムツアーに

参加しましたので、昨年のことを思い出しながら、
絵から感じることを発表していました。 

 

 

歯科衛生士の方が来られて、健康指導をしてい

ただきました。歯磨きの重要性や歯の磨き方など

を教えていただきました。子ども達は、手鏡と歯

ブラシを持って、口の中を見ながら丁寧に磨いて

いました。 

舌の正しい位置のお話も 

ありました。舌は上あごに 

つけておくことが正しいで 

す。鼻呼吸やよい姿勢につ 

ながり、健康によいそうで 

す。早速、実践していきま 

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１２月４日に大縄発表会を行いました。これまで「なかよしグループ」

で練習してきた成果を出す時がきました。当日は、大勢の保護者の方が見

守る中、グループごとに発表しました。どのグループも互いに声をかけ合

って、元気いっぱいに跳びました。すると、これまでの記録を超えて、最

高の記録を出すグループが多く、笑顔で喜び合っていました。子どもたち

の本気でがんばる姿がとても素晴らしかったです。保護者の方の応援があ

ってこそだと思いました。寒い中、ご来校いただき応援ありがとうござい

ました。子ども達も、大変励みになったと思います。 

 この大縄跳びの練習から本番まで、グループ内で低学年の子へのアドバイスをしたり、みんなで協

力し合ったりと、とても良い雰囲気でした。みんなでがんばろうとする気持ちが育っていると思いま

す。このような、豊かな体験を通して、子どもは育つのだと実感しています。今年度の「なかよしグ

ループ」の活動は、２月の終わりの会が最後となりますが、来年度も高蔵小ではこの縦割りグループ

を大切にして、子どもたちを育ててまいりたいと思います。 

 

 

 

            

 １２月４日～１０日は「人権週間」です。本校では、６年生が修学旅

行で行った大刀洗平和記念館での平和集会のことを発表したり、全校児

童が取組んだ「ありがとうの手紙」を発表したりしています。「ありがと

うの手紙」では、おうちの方や友達、先生など、子どもたちがメッセー

ジを贈りたい人に当てて書いています。日頃からお世話になっている方

へ感謝を込めて、温かい気持ちが伝わってくる手紙になっています。 

 「自分や周りの人を大切にする」「相手の気持ちを考える」その根底に

あるのは、「違いを認め合う」という気持ちだと思います。インターネットの無責任な書き込みの問

題や LGBTQ や障害のある人への理解などの学習を通して、「違いを認め合う」という意味を考え、

これからも人権尊重の重要性を認識していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

学校ホームページ https://www.kita9.ed.jp/takakura-e 

【学校教育目標】「心身ともにたくましく、自立した子どもの育成」 
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がんばった！ 大縄発表会 

人権週間 ～ ありがとうの手紙～ 

４年生 美術館鑑賞の授業 ２,５年生 歯と口の健康指導 


